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 【来週の予定】                                                     

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

23（月） 全学年     天皇誕生日     

24（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

25（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

26（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

27（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ 金⑤ 金⑥ 放課後 

28（土） 全学年     第 79回卒業証書授与式     

                    

mamas café 来週の日替わりランチ  

23 日（月） 24 日（火） 25（水） 26（木） 27（金） 

店休日 

白菜ベーコンシチュー 

コロッケ 

パン or ご飯 

軽食のみ 

メンチカツ 

ほうれん草ごま和え 

スープ 

肉じゃが 

ミニオムレツ 

みそ汁 

 

【今日のいいね】 

 

と、左の記事を書き終えた途端、先生方の業

務用の連絡でこのような悲しい写真が共有さ

れました。お人形の首が左を向いています。 

 たったこれだけの小さな小さな出来事です。

いたずらのつもりもないのかもしれない小さな

ことでしょうが、8年目で初めてのことです。 

 しかし、悲しみ以上の嬉しさもありました。こ

れに気付いた生徒さんが先生に訴えてきてく

れたのです。スルーしない感性をもった生徒さ

んがいることに正直安心しました。 

みんなで考えましょう。このような行為を悲

しむ感性を大切にしてほしいと願います。 

 

雛飾り 

  想像しましょう。ママズカフェに今年も雛飾りが設置されました。いつ？誰が？夜中

のうちにお人形さんが自分たちで箱を飛び出して段をくみ上げてそこに座って私た

ちを迎えたとするならば、ディズニー系のおとぎ話かホラーになってしまいます。 

 

 パイルアップの皆さんが、一体一体を丁寧に箱から出して拭きあげて、慎重に設置

して下さったのです。そもそも、この雛飾りはなぜここにあるのでしょうか？これはパイ

ルアップの徳久先生が、かつて愛する娘さんのために自宅に飾っていた大切な雛飾

りなのです。それを、『立花の生徒さんのために』と寄贈して頂いたのです。徳久先生

親子の思い出の詰まった大切な人形だから、パイルアップの皆さんは丁寧に作業さ

れたのです。徳久さんの想いが少しでも生徒さんに伝わるよう願いをこめて。 

 

 目に映るのはあくまでもお人形です。それを『美しい』と思った瞬間、このお人形初

めて美しくなるのです。さらに、込められた想いを想像する感性が、このお人形を何

倍にも命を持った美しい存在へと昇華させるのです。ただのお人形なのか、素敵な

お人形なのかは、お人形が決めているのではなく、私たちの感性次第なのです。 

 

 設置されて 8年が経ちます。この間私達はただの一度も『手を触れるな』とか『大

切にしなさい』と言うような指導をしたことはありません。それなのに、過去 8年間、

ただの一度もいたずらはありません。それは、歴代の先輩方がこの雛飾りがいかに大

切な存在なのかを想像する力があったからだと思います。君たちの感性を信じてい

るからこそ、本校の雛飾りはむき出しでそのまま飾ってあるのです。『手を触れるな』

と描いた瞬間、お人形の美しさは半減します。本校の雛飾りは、徳久さんと娘さんの

愛、それを感じる私たち、そして生徒さんへの信頼が詰まった気高い存在なのです。 

 


